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桜の里「理念」

信 頼
私たちは利用者の方、ご家族の皆様に信頼される
安全で質の高い介護を提供いたします。

尊 重
利用者の皆様の人格を尊重し、常に相手の立場に
立って快適な生活が過ごされるよう努力します。

真 心
家庭的で明るい心のこもった環境づくりに努力し
ます。

桜なみき「理念」
✿住み慣れた地域の中で、今までと変わらない自
分らしい生活を私たちが支えます。

桜なみき「基本方針」
✿入居者の意思を尊重し、安心した暮らしが送れ
るよう努めます。
✿地域との結びつきを大切にし、地域交流の場と
なるように努めます。
✿職員それぞれの専門性を活かし、連携してその
人に寄り添ったケアを行えるよう努めます。
✿入居者のより良い生活のために、職員一人ひと
りが知識と技術の向上に努めます。

社会福祉法人
御 薬 園

発行者　椎 葉 源 二
〒868-0701
球磨郡水上村大字岩野2658-1

電話 0966-44-0770

5 月 13 日は母の日、そして 6月 17日は父の日。
社会福祉法人御薬園では、ご利用者様全員に花と記念品を贈り、食事でも特別
メニューを提供させていただきました。
長年家族を支えてこられたお母様、お父様に桜の里職員一同、改めて感謝の気
持ちをお伝えしました。

母の日•父の日



さ く ら 通 信 第 44号／平成 30年 7月 1日発行（2）

ボランティアの皆様お世話になりました！

ひまわりの会様
（4月20日）

桜月流柳川会様
（5月13日）

傾聴ボランティア様
（毎月）

麦の会様
（毎月）

球磨郡レクリェーション協会様
（隔月）

花見ドライブ
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4月28日、故甲斐シヲ様（デイサービス
ご利用者）御遺族様より、5月13日、故渋
谷綾様（桜の里西町入居者）ご遺族様より、
香典返しとして寄附金をいただきました。
社会福祉事業の為に大切に使わせていただ
きます。

5月26日、本年度の家族会役員会、家
族会総会を桜の里で開催しました。
役員会では、家族会による施設視察研修

等のご提案をいただき、引き続き行われた
家族会総会では、施設処遇に対する要望な
どを会員様から承りました。
毎年度、ご家族会員様多数のご参加に感

謝するとともに、皆様から頂いた忌憚のな
いご意見をもとに当法人の健全な運営に、
今まで以上に励んでまいります。

5月 6日に家族会会員様との
交流事業を開催しました。
今回も大変多くのご家族様が

参加され、ご利用者、職員と協
働で花と野菜の苗を施設の畑や
花壇に植え付けました。

岩野小 4 年交流学習 寄附金、ありがとうございました

岩本ナツ様 103 歳お誕生会

平成 30 年度 社会福祉法人 御薬園家族会役員会定期総会

平成 30 年度 社会福祉法人 御薬園家族会交流事業

6月28日

5月26日

5月6日
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さくらアルバム
かわいい訪問者

イチゴ狩り

ご家族様とのひと時
ご利用者様の笑顔を見に遠方から来て下さるご家族様
ご親戚や知人の皆様いつも本当にありがとうございます
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さくらアルバム
梅シロップ作り（デイ）ご利用者様に花を生けていただきました。

ご家族様とのひと時
ご利用者様の笑顔を見に遠方から来て下さるご家族様
ご親戚や知人の皆様いつも本当にありがとうございます
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特別養護老人ホーム桜の里の消防訓練
を実施しました。今回も夜間の出火を想
定し、発見・通報・初期消火、避難誘導
に続き、消火器を使った初期消火訓練を
確認いただきました。
上球磨消防署東分署担当署員の皆様、
ご指導ありがとうございました。

グループホーム桜の里の消防訓練を実
施しました。今回も夜間の出火を想定し、
発見・通報・初期消火、避難誘導に続き、
消火器を使った初期消火訓練を確認いた
だきました。担当署員様からは、「訓練
も大切ですが、予防も大切です。また、
どの部署に行ってもしっかり初期対応が
できるようにしておいてください。」と
のご指導がありました。
上球磨消防署東分署担当署員の皆様、
ご指導ありがとうございました。

特別養護老人ホーム桜の里消防訓練

グループホーム桜の里消防訓練

4月13日

5月9日

職 員 募 集 中！
社会福祉法人御薬園（桜の里・デイサービス・

グループホーム・桜なみき）では介護職・調理
職の職員を募集しています。また、パート職員
も募集していますので、お気軽にご相談くださ
い。資格・年齢は不問です。
諸手当も充実していて、とても明るく働きや

すい職場です。
施設は地域に密着した介護サービス提供を目

的としていますので、特に水上村内からの応募
は大歓迎です。
詳しくは、桜の里（電話：0966-44-0770）求人担当までお気軽にお問い合わせください。
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当法人の財務諸表並びに役員等名簿を公表致します。なお、法人ホームページ
（http://oyakuen-g.or.jp) でも閲覧できますので、ご利用ください。

社会福祉法人御薬園の情報公表について

事業活動計算書 （単位：円）
サ ー ビ ス 活 動 収 益 計 478,579,394
サ ー ビ ス 活 動 費 用 計 467,748,003
サ ー ビ ス 活 動 増 減 差 額 10,831,391
サ ー ビ ス 活 動 外 収 益 計 1,209,358
サ ー ビ ス 活 動 外 費 用 計 4,523,685
サービス活動外増減差額 △ 3,314,327
経 常 増 減 差 額 7,517,064
特 別 収 益 計 9,000
特 別 費 用 計 0
特 別 増 減 差 額 9,000
当 期 活 動 増 減 差 額 7,526,064
前 期 繰 越 活 動 増 減 差 額 190,323,268
当期末繰越活動増減差額 197,849,332
次 期 繰 越 活 動 増 減 差 額 197,849,332

社会福祉法人御薬園　　役員等名簿
役　　職 氏　　名

理　事　長 山　田　和　彦
理　　　事 山　田　貴　子
理　　　事 内　山　勘　七
理　　　事 鶴　崎　ゆう子
理　　　事 永　田　榮　子
理　　　事 椎　葉　源　二
監　　　事 松　下　祐　司
監　　　事 神　瀬　芳　江

役　　職 氏　　名
評　議　員 那　須　久　子
評　議　員 尾　方　隆　徳
評　議　員 平　林　熊　男
評　議　員 家　城　正　博
評　議　員 唐　鎌　精　二
評　議　員 蓑　田　喜徳郎
評　議　員 藤　原　　　敏

貸借対照表 （単位：円）
資　産　の　部

流 動 資 産 144,638,340
固 定 資 産 759,973,540
資 産 の 部 合 計 904,611,880

負　債　の　部
流 動 負 債 59,800,397
固 定 負 債 223,020,000
負 債 の 部 合 計 282,820,397

純　資　産　の　部
基 本 金 130,000,000
国庫補助金等特別積立金 293,942,151
そ の 他 の 積 立 金 0
次 期 繰 越 活 動 増 減 差 額 197,849,332

（うち当期活動増減差額） 7,526,064
純 資 産 の 部 合 計 621,791,483
負債及び純資産の部合計 904,611,880

資金収支計算書 （単位：円）
事 業 活 動 収 入 計 479,788,752
事 業 活 動 支 出 計 439,999,996
事 業 活 動 資 金 収 支 差 額 39,788,756
施 設 整 備 等 収 入 計 0
施 設 整 備 等 支 出 計 35,941,800
施設整備等資金収支差額 △ 35,941,800
そ の 他 の 活 動 収 入 計 0
そ の 他 の 活 動 支 出 計 0
その他の活動資金収支差額 0
当 期 資 金 収 支 差 額 合 計 3,846,956
前 期 末 支 払 資 金 残 高 126,272,987
当 期 末 支 払 資 金 残 高 130,119,943

財産目録 （単位：円）
資　産　・　負　債　の　内　訳

資　産　の　部
流 動 資 産 合 計 144,638,340

固　定　資　産
基 本 財 産 合 計 727,609,889
そ の 他 の 固 定 資 産 合 計 32,363,651
資 産 合 計 904,611,880

負　債　の　部
流 動 負 債 合 計 59,800,397
固 定 負 債 合 計 223,020,000
負 債 合 計 282,820,397
差 引 純 資 産 621,791,483

【平成 29年度財務諸表】
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◉ご家族様へ

現代介護の
基礎知識

認知症ケアの７大原則について
前回に続き、「認知症ケアの7大原則」
について順次解説いたします。

桜の里居宅介護支援事業所
猪原　清

介護の基本である「食事」、「排泄」、「入浴」のケアを大切にする
ことが問題行動を起こさせないことにつながっていきます。

♥

【食事】人の持っている感覚には、皮膚覚、味覚、嗅覚、聴覚、視覚がありますが、味覚と皮膚覚は他の感覚が衰えても最後まで残ってい
る感覚です。自分の口に合ったものを食べたときに私たちが落ち着くように、認知
症の高齢者の方もそれで落ち着くのです。

♥

【排泄】「認知症になっても尿意や便意はなくならない。」ということです。尿意も便意も脊髄から大脳に伝えられるので、脊椎損傷といった
身体障害でもないかぎり、これらの感覚がマヒすることはありません。排泄のケア
については次のことを守らなければなりません。

・排泄優先の法則（トイレに行きたいと訴えたりその兆候に気づいたら、たとえ
食事中でもトイレに誘導する。）
・朝食後、トイレの便座に座るのを日課にする。朝食後の排便反射（腸の蠕動運
動）が起きやすいときに誘導して便座に座ってもらいましょう。
・排泄は座位での姿勢が生理学的な基本です。トイレやポータブルトイレでの排
泄を習慣づけましょう。

♥

【入浴】入浴には多くの危険が潜んでいます。足元が滑りやすくなっていて、転んだときに下が硬いタイルだと大ケガをする恐れがありま
す。転倒防止マットを敷いたり手すりを取り付けたりすれば
リスクを軽減できます。また、冬場は急な温度の変化による
重大疾患を引き起こす恐れもあります。脱衣所を暖房器具等
で暖めておくようにしましょう。入浴は毎日欠かせないもの
ではないので、本人が拒否した場合は無理強いはせず、温め
た濡れタオルで清拭するのも良いでしょう。

その３　介護をより基本的に

介護に関する
悩みや相談を
いつでも受け付け
いたします

※ボランティア活動にご協力いただける団体様は随時受け付けをいたしておりますのでお気軽に声をかけてください。

平成 30年 7月～ 9月の行事予定
月 ボランティア※ 特別養護老人ホーム 桜の里 特別養護老人ホーム 桜なみき デイサービス 桜の里 グループホーム 桜の里 研修会・その他

7月
傾聴ボランティア(多良木町)
麦の会(湯前町他)
ピアノ・ヴァイオリンコンサート
プア・リリー(水上村)

そうめん流し
施設研修（処遇改善）
九州老人福祉施設職員研究大会
認知症実践者研修

8月
傾聴ボランティア(多良木町)
麦の会(湯前町他)
球磨郡レクリェーション協会

第14回　夏祭り
施設研修（事故・拘束）

運営推進会議 運営推進会議

9月 傾聴ボランティア(多良木町)
麦の会(湯前町他)

敬老会及び敬老週間関連行事
施設研修（救急講習）


